
117F43と117E43・44

⑦糖尿病患者の食事
療法などに関して

☑

117F43(糖尿病患者の食事療法)
☑

117E43・44(糖尿病性腎症への対応)

118回予想問題:十分な摂取によって2型糖尿病の発症リスクが低下するものはどれか。
　　　　  答え:全粒穀物

食物繊維を多く含む全粒穀物(玄米のように精白しておらず胚芽・胚乳・
外皮の全てが含まれているもの)は2型糖尿病のリスクを低下させる。

玄米
食後の血糖値
上昇が
起こりにくい。

白米
食後の血糖値
上昇が
起こりやすい。

全粒穀物 精製穀物

食物繊維が多い 食物繊維が少ない

118回予想
最近の話題



炭水化物はエネルギー源である糖質(約95%)
と食物繊維(約5%)に分けられる。ブドウ糖(単
糖類)やでんぷん(多糖類)は糖質に含まれる。

食物繊維は吸収・消化されないのでエ
ネルギー源にはならないが、糖質の吸
収を緩やかにする働きなどがある。食
物繊維の摂取制限はなく20g/日以上
の摂取が推奨されており、食物繊維の
十分な摂取は2型糖尿病の発症リスク
を低下させるとされている。

脂質の組成では飽和
脂肪酸が少ない方が
望ましい。また、不
飽和脂肪酸の中では
n-3系多価不飽和脂
肪酸が多くトランス
脂肪酸が少ない方が
好ましい。

☑

タンパク質の推奨量
(食事摂取基準 2020年版)
男性:60～65g、女性:50g

ステージG3aでは0.8～1.0g/kg 
標準体重/日
ステージG3b以降では0.6～0.8g/kg 
標準体重/日

※慢性腎臓病の場合

糖尿病患者の食事療法におけるエネルギー摂取量

エネルギー摂取量(kcal)=①目標体重×②身体活動量

①目標体重=身長(m)×身長(m)×22
②身体活動量の目安
・軽い労作(デスクワーク・主婦)…25～30kcal
・普通の労作(立ち仕事が多い人)…30～35kcal
・重い労作(力仕事が多い職業)…35～kcal

✖

タンパク質はアミノ酸
が多数つながって構成
されたものである。

トリグリセリド(中
性脂肪)などの脂肪
が脂質に含まれる。

⭕

就労はしておらず、運動習慣はない。
身体活動量は軽い労作

総エネルギー摂取量=1.52×1.52×22×(25～30)
1271～1525kcal

←高血圧症なので食塩は6g未満とする。
←蛋白質は1.52×1.52×22×(1.0～1.2g)=50.8～60.9gとする。
←脂質全体は1525×0.25(25%まで)÷9kcal =42.36gを下回る必要がある。

117F43

※糖尿病食の場合
1.0～1.2g/kg 標準体重/日

(BMI)



106E23

⭕

112E1

⭕

食物繊維は吸収・
消化されないので
エネルギー源には
ならない。

しかし、糖質の吸収
を緩やかにする働き
がある。

食物繊維の十分な摂取
は2型糖尿病の発症リス
クを低下させる。

食
物
繊
維

110E51

⭕

2016年に出題された。 　

食物繊維の摂取制限はない！
←現在では21g/日以上

　

☑

食物繊維の目標量
(食事摂取基準 2015年版)
男性:20g以上、女性:18g以上

☑

食物繊維の目標量
(食事摂取基準 2020年版)
男性:21g以上、女性:18g以上

118回予想問題:十分な摂取によって2型糖尿病の発症リスクが低下するものはどれか。
　　　　  答え:全粒穀物

食物繊維を多く含む全粒穀物(玄米のように精白しておらず胚芽・胚乳・外皮の
全てが含まれているもの)は2型糖尿病のリスクを低下させる。

118回予想
最近の話題

玄米
食後の血糖値
上昇が
起こりにくい。

白米
食後の血糖値
上昇が
起こりやすい。

全粒穀物 精製穀物

食物繊維が多い 食物繊維が少ない



⭕

114C8

⭕

115A66

⭕

⭕

117E43

←脛骨前粘液水腫はBasedow病のデルマドローム。
甲状腺機能低下症では全身性の粘液水腫がみられる
ことと区別する。

←Sweet病は白血病や骨髄異形成症候群のデルマドローム。

←壊疽性膿皮症は潰瘍性大腸炎などのデルマドローム。
←環状肉芽腫は糖尿病のデルマドローム。

←糖尿病性神経障害は下肢の遠位部から始まって次第に近位部に上行するのが特徴。
このため、筋萎縮も遠位筋優位となる。
←膝蓋腱反射は減弱～消失する。

←自立神経障害で便通異常をきたす。

←アキレス腱反射は減弱～消失する。

←両側内顆の振動覚は低下する。

←足の虚血を足背動脈の触知で確認する。

←糖尿病性神経障害によって
扁平足をきたすことがあるも
のの、他の項目と比べると優
先度は低くなると思われる。



117E44

⭕

☑

糖尿病の血糖コントロールは心身機能
の評価をもとにして個々の患者に合わせ
て目標を設定する。

←1200kcalは少ない。

←食事療法・運動療法で改善しない場合に適応となる。

←直ちに蛋白制限食を導入する必要はない。

103A32

⭕

☑

糖尿病網膜症においては新生血管が脆弱で血圧の急激な増加
によって出血リスクが高まると考えられているため、運動制限
が必要となる。

←運動制限が必要。


